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　私が小説家として、初めて本格的に
原子力発電をテーマにしたのは『ベイ
ジン』という作品でした。中国を舞台
に書くことは決まっていたのですが、日
本企業の進出といったテーマはほかで
も書き尽くされている。今回の作品で
はどこに注視すべきかを考えて、ここ
はやはり「エネルギー」ではないかと。
爆発的な人口増加を受けて、中国がど
のようにエネルギーを調達していくの
か―。もちろん、彼ら自身ですべて賄う
ことはできませんから、そこで日本との
かかわりを描くことができないかと思
いました。
　執筆に当たり、日本国内の原発事業
者の取材を重ね、現場で汗を流す人た
ちからも話を聞きました。そこで強く感
じたのが、この分野は世間では誤解さ
れている部分が多いのではないかとい
うこと。原発は非常にセンシティブなト
ピックです。ノンフィクションだと書け
ないこともありますが、小説というフィ
ルターをかけると、より深い本質的な
部分を描くことができる。小説家が社

会問題を取り扱う意義は、そこにある
と考えています。
　私が物語を組み立てる時に焦点を当
てるのは、世の中の“光”ではなく“影”
の部分です。そうすることで、結果的に
光が何かも見えてきます。ですから『ベ
イジン』でも、あえて原発を柱に据えま
した。もし太陽光発電を取り扱ったとし
ても、「夢の太陽光国家をつくればビ
ジネスチャンスも広がる」といった内容
にはせず、「とんでもないことが起こ
る」と書いたと思います。ありえないと
言われていることを起こせるのが小説。
そうすることで、世の中の人々に警鐘を
鳴らしたいのです。
　すべてが“当たり前”になってしまっ
ている社会の中で、危機感を訴えるの
は大変難しいことです。『コラプティ
オ』の取材でウランの産出国である西
アフリカのニジェールに行った時、夜に
なると町は真っ暗で、暗闇の中、道路
脇を人々が平気で歩いていました。東
京で暮らしていたらまったく気になら
ないことが、そこでは起こっているのだ

ということを実感しました。東日本大
震災の後、東京の街が暗くなったとい
ってもケタ違いです。
　これだけエネルギーに依存している
にもかかわらず、それがどこで、どのよ
うに生み出されているかを知っている
人がどれほどいるでしょうか。私たち
には今、これまで無関心だったツケが
回ってきているのではないでしょうか。
　福島の事故が起きなくても、日本は
エネルギー問題について考えるべき時
にきていたと思います。私たちの生活
は、電気なくして成り立ちません。この
問題にどう向き合っていくべきか。地
球の未来を変える力を発揮できるよう
な気付きを、小説を通じて与えていけ
ればと思っています。
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